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鉄道のインフラや
技術・知見

鉄道の進化を通じた
サービスのレベルアップ

鉄道の再生・復権

起点

転換

ヒトが生活するうえでの
「豊かさ」

経営環境の変化を先取りした
新たな価値を社会に提供

起点

連結営業収益
(輸送：輸送以外)

約2.0兆円
（9：1）

約2.95兆円
（7：3）

 2027年頃発足当初 →  会社発足から30年間  2017年度 → これからの10年間

（6：4）

鉄道の進化に投資
(エキナカやSuica等の
新たな事業機会を創出)

鉄道事業を中心に
売上・利益を創出

鉄道の進化・成長に
より輸送サービス
事業を強化
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生活サービス、IT･Suicaの
各事業の成長加速

成長余力の大きい事業
（生活サービス、IT･Suica）に
経営資源を重点投入

生活サービス、IT･Suica
サービスの事業領域を
拡大し、収益力を向上

技　術
革　新
技　術
革　新

技術革新・
生産性向上 新規施策

ＪＲ東日本グループは、経営環境の急激な変化を先取りし、グループの持続的な成長を実現していくため、
新たなグループ経営ビジョン「変革 2027」を2018年７月に策定しました。

基本方針

　これまでの「『鉄道』を起点とした

サービス提供」から「『ヒト（すべて

の人）』を起点とした社会への新

たな価値の提供」へと「価値創造

ストーリー」を転換していきます。

　鉄道を中心とした輸送サービス

を質的に変革し、進化・成長させ、

その上で、生活サービス事業および

IT・Suica事業に経営資源を重点的

に振り向け、新たな「成長エンジン」

としていきます。

　これにより、2027年度までに、

連結営業収益を伸ばすとともに、

生活サービスとIT･Suicaの比率を

収益全体の４割まで高めていきた

いと考えています。

ＪＲ東日本グループ経営ビジョン「変革 2027」特集 

会社発足から30年間 これからの10年間

重層的で“リアル”なネットワークと
交流の拠点となる駅等を活かし、
外部の技術・知見を組み合わせて

サービスを創造
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くらしづくり・まちづくり
Ｓｕｉｃａの共通基盤化

データ分析等による
新たなサービスの提供

「シームレスな移動」
の実現

輸送サービス変革

観光振興

地域産業活性化

お客さまのより近くでの創意発揮
活躍フィールドの拡大
仕事の高度化

国際事業の
ビジネスモデル構築

地方を
豊かに

都市を
快適に

世界を
舞台に

創造する
価値起点

“豊かさ”

ヒト

“信頼”

フォーカス
ポイント

生活

安全

グループ理念の実現に向けた主な取組み

社員・家族
の幸福

日本の
世界の
お客さま

社員と
その家族

地域の
皆さま

リスクマネジメント、コンプライアンス徹底
「究極の安全」の追求
サービス品質改革
地域社会への貢献
地球温暖化防止・エネルギー多様化

技術・ノウハウ移転ＥＳＧ
経営

ＪＲ東日本グループの
持続的成長の実現

2020年度 6.2％削減（2013年度比）
2030年度  25％削減（2013年度比）

ＥＳＧ経営

JR東日本
グループ

・地球温暖化防止
・エネルギー多様化

Environment（環境）

多様な
お客さま

株主・投資家
　　

地域
社会

鉄道事業のエネルギー使用量

安定的なリターン

投資

信頼

対価

「低（脱）炭素社会」実現 「都市を快適に」
「地方を豊かに」
「世界を舞台に」

Social（社会）
・サービス品質改革
・社会的課題への対応（子育て支援、
  多様なお客さまへの対応、国際鉄道人材の育成等）
・文化活動への支援

Governance(企業統治)
・ 「究極の安全」
・ リスクマネジメント
・ コンプライアンス

柔軟なサービス

発展に貢献

ＪＲ東日本グループ経営ビジョン「変革 2027」特集 

全体像

　「変革 2027」のもと、当社グ

ループの強みである「信頼」という

ブランドを基盤に、生活インフラを

支える重層的で“リアル”なネット

ワークを活かし、「都市を快適に」、

「地方を豊かに」および「世界を舞

台に」の３つの切り口から、“信頼”と

“豊かさ”という価値を創造してい

きます。

　その前提として、当社グループは、

「安全」を経営のトッププライオリ

ティに位置づけ、グループ一体で

「究極の安全」を追求し続けます。

さらに、国連サミットで採択された

「持続可能な開発目標（Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ 

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ ）」も念頭に

置き、環境、社会、企業統治の観点

から「ＥＳＧ経営」を実践し、事業を

通じて社会的な課題の解決に取り

組み、地域社会の発展に貢献して

いきます。これらの取組みを通じ、

グループのあらゆる活動の基盤で

あるお客さまや地域の皆さまからの

「信頼」をさらに高めていきます。　
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ＪＲ東日本グループ 外部の技術・知見・システム

オープンデータ社外システム

JR東日本グループ基幹
システム群のビッグデータ

JR東日本研究開発センター

現場第一線での技術開発
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AI 自動運転技術

データの共同活用

実証実験等の
フィールド活用

データの共同活用

実証実験等の
フィールド活用

新しい技術

Public-Cloud外部サービス・システム

Social

Mobile オープン
データ

ビッグ
データ

ネットワークを通じた
多様で活発な相互交流

すべての人の「心豊かな生活」

シームレスな移動

多様なサービスの
ワンストップ化

便利で安心な日常生活

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
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ム

エネルギー
安全な生活インフラ

地域社会の持続的発展

技術
イノベーション

推進本部

JR東日本
スタートアップ

モビリティ変革
コンソーシアム

資金調達

生み出した
資金を投入

資産を
効率的に活用し、

利益を拡大

【重点枠（イノベーション投資等）】
●技術革新等に資する投資を推進
　（5年間）

【成長投資】
●新たな投資判断基準に基づき、
　将来の成長に資する投資を積極
　的に行う

【維持更新投資】
●連結減価償却費を目安とし、機動
　的に実施

資金使途
【連結営業キャッシュ・フロー】
●安全・安定輸送をベースに、お客さま
　ニーズを捉えた新たなサービスの
　提供によりキャッシュを獲得する
●収益規模の拡大をめざす

連結累計営業
キャッシュ・フロー
3兆7,200億円

設備投資総額
3兆7,500億円

社債・借入金等

現預金残高等

重点枠
4,000億円

成長投資
1兆4,400億円

維持更新投資
1兆9,100億円

株主還元

「変革 2027」に関する動画、資料を当社ホームページに掲載しています。 

　その上で、「ヒトを起点とした

新たな価値・サービスの創造」や

「技術と情報を中心としたネット

ワークの強化」により、すべての人

の「心豊かな生活」を実現します。

そして、「データの共同活用」や「実

証実験等のフィールド活用」により、

外部との連携をさらに拡大して、

当社グループの持続的な成長につ

なげていきます。

　以上のように、今後10年を見据

えた「変革」に挑戦するため、営業

キャッシュ・フローを積極的に設備

投資に振り向け、完成した資産を

効率的に活用し、利益のさらなる拡

大をめざしていきます。

　あわせて、株主還元についても、

安定的な増配に加えて、自己株式

の取得を柔軟に進め、総還元性向

40％、配当性向30％を中長期的に

めざしていきます。
グラフ内の数値は「変革 2027」の中間点である2022年度までの総額（５年間）

http://www.jreast.co.jp/investor/moveup/
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